
お見舞いや健康診断ではなく、

病気になったかもしれないから病

院に行く、というのは当たり前の

ことのようでいてなかなか腰が上

がらず、一日延ばしにされる方も

少なくないと思います。なるべく

病院や病気と無縁で暮らせれば

それにこしたことはありません

が、心配なことがあれば勇気を出

して診療を受けることが大切で

す。私ども山王病院をはじめとし

た国際医療福祉大学グループ関

連病院は、職員一同がようこそお

たずねくださいました、という温

かい気持ちで不安を抱えられた

患者様の診療にあたっています。

当グループの病院広報誌創刊

にあたり院長として山王病院を

ご紹介させていただくことになり

ました。実は私もこの4月に着任

したばかりの新顔ですが、自己紹

介から始め、山王病院がどのよう

な病院でどんな特徴があるかを

お話し、私の専門領域である内

視鏡手術についても解説させて

いただこうと思います。

私は、関東圏の方ならよくご存

じの「秩父夜祭」や「芝桜」で有名

な埼玉県秩父市の出身で県立熊

谷高校、東京大学医学部を卒業

しました。その後当時から人手不

足が問題になっていた産科婦人

科医の道を選び、東大医局に在

局しました。出産や手術に明け暮

れましたが、生殖医療（不妊治療）

の基礎になる卵子研究で学位を

取得、病棟医長になって腹腔鏡下

手術の開発にも従事しました。平

成11年から教授を務め、本年3月

に退任しました。在職中の思い出

としては東宮妃殿下のご懐妊を

拝診、ご出産が安産であったこと

が挙げられます。

山王病院について

山王病院の開院は昭和12年に

遡ります。現在の地下鉄乃木坂駅

と青山一丁目駅のほぼ中間の位

置に新築移転したのは平成12年

です。エントランスをお入りいた

だくと、受付ホールには都会的な

空間を彩る高さ27mのアトリウム

が広がり、病院とは思えないぬく

もりを感じていただけると思いま

す。外来診察室や病室等は温か

みのある木目調を基調とし、絵画

を要所に飾ることによって落ち着

いた雰囲気が演出されています。

大規模な地震にも耐えうる免震構

造等、見えないところでも安全確

保に努めている病院です。診療

体制は、31の診療科と５つのセン

ターから成り立っています（表１）。

各科の診療内容や医師のプロフ

ィールは山王病院ホームページ

（www.sannoclc.or.jp/）をご参照

ください。

予防医学センターと
リプロダクションセンター

山王病院の特徴の一つに、予

防医学センターがあります。健診

で疾患を未然に防ぐために、予防

医学の専門医が専従しています。

通常、他病院の健診では、疾患が

発見されたときや専門家に相談す

る必要がある場合、該当する外の

病院に紹介することになりますが、

山王病院では専門家が揃ってい

ますので、院内で十分な対応が

できることで、クライアントの方に

は安心していただけます。

産科婦人科では、なんといって

も分娩にご高評をいただいており

ます。入院のお部屋や分娩室の

快適性、医師・看護スタッフの出

産に取り組む意識の高さはもちろ

ん、麻酔科医師の協力による和痛

（無痛）分娩、かかりつけ医の先生

に立ち会ってもらうこともできるオー

プンシステム等が、特徴として挙げ

られます。

リプロダクションセンターは生殖

医療の最前線で成果をあげてい

ます。卵子と精子が卵管で出会っ

て受精・発育し、子宮に着床して

妊娠が成立します。どこかに異常

があると不妊状態になりますが、

必要に応じて、人工授精、体外受

精、顕微授精等の治療手段がとら

れます。生殖医療はタイミングが大

事なので、リプロダクションセンター

は土日祭日もオープンしています。

また安心と安全のために、体外受

精等の麻酔も麻酔科医が担当して

くれるのも山王病院の特徴です。

女性の病気と腹腔鏡

女性が社会で活躍する機会が

増え、ライフサイクル・ライフスタ

イルが変化するに伴い、女性の病

気の発生時期や頻度が大きく変

わってきています。月経を考えて

みましょう。少産少子社会におい

ては、妊娠や授乳期の月経のな

い期間が減りますから、月経を経

験する回数が増加します。初経

年齢つまり月経の開始年齢が低下

していることも重要です。月経を

経験することなどによって発生す

るエストロゲン依存性疾患と呼ば

れる疾患には、子宮筋腫、子宮内

膜症、子宮内膜がん、乳がんなど

があります。これらの病気は増加

の一途をたどっています。増えて

きている理由として月経との関係

をご理解いただけるでしょうか。

さらに問題なのは、これらの病気

の発症、発病の若年化です。月経

が早く始まることは、妊娠が早く

から可能になるということです

が、神様のいたずらなのでしょう

か、これから妊娠しようという時

に病気を併発し、それが不妊の

原因になりうるのです。妊娠・出

産を遅らせることが妊娠・出産を

しにくくするということもできます。

子宮筋腫や子宮内膜症、不妊

症等の病気は生殖機能を低下さ

せます。それによって女性のリプ

ロダクティブヘルス・リプロダクテ

ィブライツ（性と生殖に関する健

康と権利）が損なわれます。われ

われは、その健康・権利を守り、

女性が子どもを持ちたいときに

持てるよう必要な場合は手助けを

します。体外受精等の手段が必

要とされることもありますが、そ

の前に腹腔鏡という大きな手段

があります。腹腔鏡を含めた内視

鏡手術は単にお腹を切らず大き

な傷あとが残らない、術後の痛み

が少ないというだけでなく、より

精密な手術が可能になります。リ

プロダクティブヘルスを守る切り

札ともいえますが、まだまだ普及

が十分とはいえません。これは多

くの方々の腹腔鏡に対する理解

が十分でなく、なにか危険なもの

のように思われているからかもし

れません。社会が進歩し人間の

心も変わるように、医療・医学も

進歩します。次に腹腔鏡のご紹

介をしましょう。

腹腔鏡下手術はおへそのところ

から10ｍｍか5ｍｍ場合によって

3ｍｍ（細径）のスコープを差し込ん

で、お腹の中をモニター上に大きく

写し出し、それを見ながら手術

操作を行うものです（写真･図1）。

表2をご覧いただくとわかるよう

に、ほとんど全ての婦人科良性疾

患の様々な手術が内視鏡手術（腹

腔鏡と子宮鏡）で治療できます

（表2）。入院期間も開腹手術に比

べて短縮され、細径腹腔鏡下手

術では日帰りも不可能ではありま

せん（図2）。

また、何キロもある子宮筋腫は腹

腔鏡では困難とされますが、腹腔

鏡補助下筋腫核出術も考案して、

従来の開腹を回避しています（詳

細は私個人のwebサイト:www.dr-

tsutsumi.jpをご参照ください）。

手術は保険適用が可能で、入院

期間が短い分、医療費の節減に

もなります。社会復帰までの時間

も飛躍的に短く、腹腔鏡の普及は

個人にとっても、社会にとっても

望ましいことです。

私は日本産科婦人科内視鏡学

会の理事長と同時にアジアパシ

フィック婦人科内視鏡学会の理事

長も務め、国内のみならず、アジ

アパシフィック地域における内視

鏡手術の普及を夢見ております。

その夢の実現は、まず山王病院

から始めたいと思います。産科

のところで申し上げたオープンシ

ステムも導入して、掛かりつけ医

のいらっしゃる患者様の手術は、

その先生の立会いや参加もでき

るようにしていきたいと考えてお

ります。

山王病院では院長職という新

しい仕事にも取り組みますが、一

般外来や生殖補助医療、腹腔鏡

下手術、妊娠や出産の現場でも

大勢の患者様と接していきたいと

思います。温かみのある落ち着

いた雰囲気で「病院らしくない」

といわれる山王病院ですが、患

者様本位の医療のご提供しなが

ら、より多くの皆様に信頼してご

利用いただけるよう職員一同尽力

してまいります。

また、私が診療を行っておりま

すリプロダクションセンターは土

日も開いており、私自身「月月火

水木金金」で頑張っておりますの

で、ご心配なことがございました

らどうぞご相談ください。
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●内科 ●胃腸科 ●呼吸器科 ●消化器科

●循環器科 ●神経内科 ●リウマチ科 ●アレルギー科

●小児科 ●外科 ●脳神経外科 ●呼吸器外科

●肛門科 ●泌尿器科 ●整形外科

●乳腺外科 ●婦人科

●産科 ●産婦人科（生殖医療）●産婦人科（不妊治療）●産婦人科（内視鏡）

●眼科 ●皮膚科 ●耳鼻咽喉科 ●リハビリテーション科

●放射線科 ●麻酔科 ●歯科 ●矯正歯科

●小児歯科 ●歯科口腔外科

●リプロダクションセンター ●予防医学センター ●国際医療福祉大学東京ボイスセンター

●呼吸器センター ●歯科口腔インプラントセンター

表１：山王病院の診療科目

表2：産婦人科領域における内視鏡下手術

疾　患 手術術式

子宮筋腫 腹腔鏡下子宮全摘術、腹腔鏡下筋腫核出術、子宮鏡下筋腫核出術

卵巣嚢腫 腹腔鏡下付属器切除術、腹腔鏡下嚢腫核出術

子宮外妊娠 腹腔鏡下卵管切除術、腹腔鏡下卵管部分切除術、腹腔鏡下卵管線状切開術

子宮内膜症 腹腔鏡下子宮内膜症病巣除去術（腹膜病変焼灼・癒着病変剥離・嚢腫摘出）

子宮中隔 子宮鏡下子宮中隔切除術

卵管閉塞 卵管鏡下閉塞解除術、腹腔鏡下卵管吻合術

多嚢胞性卵巣 腹腔鏡下卵巣表面焼灼術、腹腔鏡下卵巣楔状切除術

月経困難症 laparoscopic uterosacral nerve ablation（LUNA）

過多月経 hysteroscopic endometrial ablation

婦人科領域では腹腔鏡下手術、子宮鏡下手術のみならず、卵管鏡下手術（卵管閉塞：閉塞解除術）

胎児鏡下手術（twin-to-twin transfusion syndrome吻合血管処理）などの内視鏡下手術が広く実施される。

図1：腹腔鏡下手術の原理

図2：手術の傷の大きさと入院日数の比較
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2007年8月26日から30日まで、カナダのモ
ントリオールで、私が会長を務める第42回
万国外科学会が開催されました。この学会
は、2001年に創立100周年を迎えましたが、
世界の外科医に結成を呼びかけて作られ
た世界最古の国際外科学会です。正しくは
「La Société Internationale De Chirurgie」と
呼ばれ、ノーベル医学賞受賞者であるスイ
スのテオドール・コッヘルによって1920年に創
立されました。1979年にサンフランシスコで
学会が開催された際、ISS（International
Society of Surgery）という名称に変わり、
過去の名称と共に「ISS/SIC」となりました。
日本語ではなぜか万国外科学会と呼ばれ
ておりますが、昔は万国生理学会などのよ
うに、国際ではなく万国という名称が使われ
たものと思われます。

1905年にベルギーのブリュッセルにおい
て、初めて国際的規模の学術集会が開催
されました。最近では2年に1度定期的に
開催されており、2001年には創立100周年
を迎え、ブリュッセルで記念大会が開催さ
れました。この記念大会において、私はア
ジアで初めて「Grey Turner Memorial
Lecture」の演者として“21世紀の外科”と
いう講演を行いました。人生で初めてスタ

ンディングオベーションを受けたのも当学会
でした。2003年に世界で医学雑誌の最高
峰でもあるNew England Journal of
Medicine（NEJM）の編集委員に選ばれた
のも、この講演によるものと聞いております。
さて、1977年に第27回万国外科学会が、
アジアでは初めて京都で開催されました
が、万国外科学会の存在すら知らなかっ
た私は、当時、米国のハーバード大学、
MGHに留学しておりました。私が当学会に
初めて参加したのは第36回ポルトガルのリ
スボンで開催された時からです。多くの若
手外科医が日本からも参加したことで、当
学会における日本の位置づけがこの学会
を契機に強くなっていったと記憶しておりま
す。その後、第37回メキシコのアカプルコ、
第38回オーストリアのウィーンと続きました
が、それぞれの学会で日本部会のみならず、
私自身も万国外科学会で認知されるように
なり、第39回ブリュッセルの記念講演の演
者につながっていくわけです。
第40回学会はタイのバンコクでの開催が

決定し、会長には私の友人でもある元ドイツ
外科学会会長、ジーベルト教授が選ばれ
ました。しかしSIRS

サ ー ズ

の蔓延により、第40回
学会は急遽中止になりました。第41回の学

会は、南アフリカのダーバンでジーベルト教
授が学会長になりました。ジーベルト教授
ご夫妻とダーバンの下見に出かけた際、ダ
ーバンからセスナ機で2時間のフィンダとい
う資源保護区で野生のライオンや象などを
見たのも良い思い出となっています。
私が会長を務めた第42回学会は、フェス

ティバルもたくさんある8月下旬の開催でし
た。会長招宴は、モントリオール市内を一望
できる山頂のレストランで開催する事を決め
ていました。当日、山頂のレストランには世界
各国から外科学会の要人が多く集まり、楽
しい招宴を開催する事ができました。その
中で、トランクが届かないというトラブルがあ
り、何人かはスポーツシャツにノーネクタイで
来られました。ハンガリーの友人サンドール
教授も同様で、彼は“友情をとるか、欠席と
いう非礼をとるか”で悩んだあげく、友情を
選択したと云って駆けつけてくれ、私は大い
に感激したものです。開会式、会長講演、
シンポジウムの司会などめまぐるしいスケジ
ュールをこなし、最後のGalaディナーでは、
当時の大阪の国際陸上におけるポスターの
侍の顔に、歴代の会長・役員をモチーフに
したスピーチを行いましたが、このユーモア
が非常に受け、これで大きな学会が成功裡
に終わったと実感しました。

今後2年間は、万国外科学会が重要視
している、若手外科医育成の支援を行う、
ISS-Foundation（万国外科学会財団）の理
事長として、重要な仕事が残されています。
さて、来年はオーストラリアのアデレード
で学会が開催されますが、2011年には
1977年以来わが国で2度目となる第44回学
会が、パシフィコ横浜で開催されます。本
年3月のチューリッヒでの理事会で、学会の
概要を説明してまいりましたが、5月の長崎
での日本外科学会総会時にも準備委員会
が開催されました。もちろん実行委員は次
世代を担う若手の外科教授が中心となりま
すが、私は名誉会長として日本の外科分野
における成果を発信していく所存です。

半年くらい前のことです。渋谷からタク
シーに乗って「六本木の日本学術会議まで
お願いします」と告げたところ、運転手さん
は「分かりました、あの立派になった大きな
建物ですね」と言うのです。私は悲しくな
りました。なぜなら、立派になったのは「国
立新美術館」であって、日本学術会議はそ
の脇に静かに汚いまま立っている小さな
建物だからです。

でも、今は文句を言うつもりはありません。
なぜなら日本学術会議は、目立たないとこ
ろで国民の皆さんのためになる大事な仕
事をしている、と自負しているからです。い
つかは国民の皆さんがご理解くださり、「今
のままの建物ではかわいそうだ。もう少し
立派なものに建て替えたらいいのではな
いか」という声が自然に上がってくることを
密かに願っています。また、皆さんにそう

感じていただけるよう、私達は頑張らなけ
ればならないとも思っています。そうは言う
ものの、今の日本では残念ながら、日本学
術会議って一体何なの？という方が圧倒
的に多いと思います。そこで、日本学術会
議の会長としてご紹介させていただこうと
思います。
日本学術会議は、昭和24年に創立いた
しました。ですから今年が59年目にあたり、
来年は記念すべき還暦です。初めから学
者の代表者達の集まりとして出発し、国の
文教予算の使い方についてまで政府に進
言していましたから、時の政府とは太いパ
イプによって結ばれていたようです。歴代
の会長には、ノーベル物理学賞を受賞さ
れた朝永振一郎先生、文化勲章を受章さ
れた茅誠司先生、久保亮五先生、伊藤正
男先生など、綺羅星のような方々がおられ
ます。しかし、その後の社会情勢などの変
化もあって、日本学術会議と時の政府・行
政との関係は、必ずしも良好のままではあ
りませんでした。特に昭和30年代にはか
なり疎遠になった時代もありました。それ
でも、日本学術会議は「学者の国会」とも呼
ばれるように、学問の世界の様 な々問題を
取り上げて、政府や世間に対し発言をし
続けていました。
けれども、先代会長の黒川清先生、

先々代会長の吉川弘之先生のご努力によ
り、2005年10月に日本学術会議は生まれ変
わりました。新しい日本学術会議は、全て
の学術の世界を網羅するように、人文･社
会科学、生命科学、理･工学の3部門から
構成されています。新しい学術会議がもつ
外向けの機能は３つあります。
第1は「政策提言機能」で、時の政府や

各府省に「勧告、声明、提言」などを出し
ていくことです。最近、新聞やテレビを賑
わせている「生殖補助医療についての考
え方」などがこれにあたります。

第2は「学術における国際協調」です。
本年7月には、北海道･洞爺湖でG8サミット
が開かれますが、それに向けて世界のG8
その他の国々の学術会議の代表が集まっ
て提言をいたします。今年のテーマは「気
候変動」と「地球規模での健康問題」です。

第3は、「国民の皆さんに学術や科学へ
のご理解を深めていただくための活動」
です。会員のおひとりである宇宙飛行士
の毛利衛さんを委員長とする委員会が中
心となって、この活動を活発に行っていま
す。コーヒー店で科学を語る「サイエンス
カフェ」もそのひとつです。また、少し古
い話になりますが、「関西の某テレビ局で
の“科学的と称する”捏造データに対する
会長からの叱責コメント」などもそのひと
つかもしれません。
このように、新しい日本学術会議は、外
からよく見える学術会議に生まれ変わりま
した。ホームページもありますのでどうぞ
ぜひ一度訪れてみてください。

生まれ変わった日本学術会議

第10回日本IVF学会開催報告

乳幼児精神保健学会について

乳幼児精神保健学会（Four Winds）は、
乳幼児の心の健康を守るとともに、将来的
には子供の健全な心と人格の発達をめざ
すことを目的とした学会です。近年、子育
ての問題、さまざまな要因からなる乳幼児
の心の発達の問題などが社会的な関心を
呼んでおり、多方面からの取り組みや支援
の必要性が叫ばれています。乳幼児精神
保健学会は、医師、看護師、臨床心理士、
教師、保育士、保健師、行政関係者など、
さまざまな分野の方々から構成され、乳幼
児の精神の健全な発達に論を深め、行動
を起こしています。
2007年11月24日・25日、国際医療福祉大

学栃木本校にて、この学会の第11回全国
大会を開催いたしました。厚生労働省、文
部科学省、栃木県、県医師会など４０の機
関および団体などから後援をいただいた
ことは、この学会の社会的重要性を示す
ものと思われます。

さて、第11回学会では「０歳児の心の秘
密がわかる本」（PHP研究所）の著者で、
オランダにある国際乳児学術研究所所長
兼フローニンゲン大学教授のフランツ・プ
ルーイュ先生の公開講座が行われました。
プルーイュ先生は「乳幼児の心の発達は
徐々に坂を上
るように進む
ものではなく、
生後5週目・8
週目・12週目
などに飛躍的
に進むもので
ある」と述べ
られました。
育児の経験の
ある方なら、不機嫌な前段階を経て、この
時期に急に「知恵がつく」ことを思い出す
ことができるでしょう。
特別講演には、作家の柳田邦男先生を

お招きしました。先生は近年、子供の心の
問題、生と死の問題に強い関心を持って
おられ大変貴重なお話を伺うことができま
した。「授乳中の携帯メールは乳児虐待で
ある」との先生のお言葉に、お母さま方は
耳を傾けるべきでしょう。授乳中は非常に
大切な母子の接触の時間です。赤ちゃん
の顔を見て話しかけることが、母子関係
構築の基本となるのです。

「アジアの子育て」のセッションでは、
中国、タイ、ベトナム、モンゴルなどからの
本学留学生による、母国での育児の現況
報告がありました。これは、国際色豊かな
本学ならではの企画でした。どこの国で
も、祖父母を含めた家族との心の結びつ
きの中で育児をしているようで、日本の現
状に警鐘を鳴らすものでした。
交流パーティは本学の那須アスリーナ2階

ホールにて行われ、会場では本学会のシン
ボルであるFour Winds（注1）の帽子が招
待講演者などに贈られました。
学会の参加者は約460名、それぞれの

地元に戻り、今回の学会成果を今後の活
躍の一助にすることでしょう。また、2008年
8月1日から5日まで、児童精神科医でおられ
る慶応義塾大学の渡辺久子先生が会長
を務める、アジア初の乳幼児精神保健学
会世界大会が横浜で開催されます。今回
の第11回大会が世界大会の成功につな
がる大会になったことと思います。
今回の乳幼児精神保健学会は、国際医

療福祉大学の全面的な協力により成功裡
に終了しました。開会の辞をいただいた
谷修一学長、会の運営に尽力された下泉
秀夫教授、小林順子先生、小林真理子先
生、会場の設営、案内誘導に協力してくれ
た多数の学生諸君などに、心から感謝申
し上げます。
（注1）Four Windsの由来
フィンランドの北部ラップランドの人々は、４つのとん
がりを持つ独特の帽子をかぶっています。このとん
がり帽子は東西南北４つの風を表し、雪で閉ざされ
た冬にラップ人は風を感じて、自分の進むべき正し
い道を知ったのです。

世界最古の国際外科学会

会長講演

受賞者たちと

第42回万国外科学会オープニングセレモニー

G8+5アカデミー共同声明の福田総理への手交

生殖補助医療諸問題回答を鳩山法相へ手交

日本学術会議（矢印の建物）※右は国立新美術館

2007年4月から、日本IVF学会の会長と
して生殖医療の発展をめざしてきました。
日本IVF学会というのは、不妊治療の体外
受精・胚移植技術や顕微授精について、治
療成績の向上をめざす学会です。今や日本
で誕生する子供たちの56人に1人は体外受
精や顕微授精で生まれ、体外受精が導入
された1982年（東北大学、鈴木雅洲教授
チームが日本第1号の成功例）以来、これま
で15万5千人の子供たちが生まれています。
2007年9月29日・30日の両日、「受精を探

る」をメインテーマにした第10回日本IVF学
会をパシフィコ横浜で主催しました。

会場には、不妊治療に携わる医師、胚培
養士、不妊カウンセラー、看護師、学生な
ど650名の参加者が集まり、不妊治療の大
きな柱のひとつをなす体外受精・顕微授
精について、国内外の最先端の技術や知
見に関する討議が行われました。私が20
年間行ってきた研究テーマは「受精障害」
ですが、受精のプロセス自体がまだブラッ
クボックスで、一部分が解明されているに
すぎず、受精障害の克服が体外受精や顕
微授精の有効性を大きくひろげます。今学

会では、長年の経験と最新の研究成果を
ふまえ、「受精障害の臨床」と題した会長
講演を行い、受精障害の実態と対処法に
ついて熱く語ることができました。
メインゲストとして、アメリカから2名の研

究者をお招きしました。1人はハワイ大学
医学部の柳町隆造教授で、受精のプロセ

スについて最
新の知見をお
話しいただき
ました。柳町
先生は体外受
精の生みの親
であり、体外
受精を成功さ
せた世界の名
だたる研究者

の大半が先生の研究室で学んでいるとい
われています。私自身、柳町研究室で顕
微授精の基礎を学び、帰国後、現在主流
になっている卵細胞質内精子注入法とい
う顕微授精法を用いて、日本初の妊娠・分
娩に成功しました。これは当時、世界では
ベルギーに続き2番目のものでした。
もう1人は外国人ゲストで、Oregon

Health and Science Universityの
Battaglia先生でした。女性の卵子は、年
齢が高くなるにつれてエイジングの影響を
受け不妊治療の成績が低下します。
Battaglia先生は卵細胞の中の紡錘体に
着目し、エイジングによる紡錘体の変形を
指標にした良質卵子の選別法開発の可能
性について語り、日本の研究者たちを驚か

せました。国際医療福祉大学大学院で私
が分野責任者を務めている「生殖補助医
療胚培養分野」の学生たちも参加し、多く
の最新知見を学ぶことができました。
学会1日目の最後には、隣接するホテルで

懇親会が催され、不妊治療のエキスパート
達と意見交換がなされました。応援にかけ
つけてくださった当グループの高木理事長
や、会長講演の座長をお務めいただいた東
大の堤治教授（現・山王病院院長）とも貴重
な意見交換ができました。

２日目には、「採卵」をテーマに2時間半の
メインシンポジウムが行われ、参加者には
十二分に満足して帰路についていただけ
たと思います。国際医療福祉大学グループ
からも多大な援助をいただき、第10回日本
IVF学会は成功裏に終了しました。
国際医療福祉大学の附属および関連病

院の中では、私がセンター長を務める国際
医療福祉大学リプロダクションセンターのほ
か、山王病院リプロダクションセンター、高
木病院不妊センターが不妊治療に大きな
実績を出しております。今回、学会長とし
て不妊治療に関する学会を主催できたこ
とは、当グループの不妊治療が日本のトッ
プレベルに位置することを知っていただけ
る非常によい機会となりました。国際医療
福祉大学病院では、私と日本初の卵細胞
質内精子注入法による妊娠分娩例を成し
遂げたチームの一員であった片寄治男医
師（産婦人科医・国際医療福祉大学准教
授）や、泌尿器科医である岩本晃明医師
（副センター長・国際医療福祉大学教授）
などが、自然な妊娠をめざした不妊診療
にあたっています。もちろん、体外受精や
顕微受精が必要な場合には、トップレベル
の不妊治療もご提供できます。今後もグル
ープ間の連携を強めて、不妊治療の向上
に努めていきたいと思います。

国際医療福祉大学三田病院院長

北島　政樹（きたじま　まさき）

国際医療福祉大学副学長・教授、医学博士

慶應義塾大学医学部卒業、元慶應義塾大学病院長、

前慶應義塾大学医学部長、慶應義塾大学医学部名誉

教授、日本創傷治癒学会理事長、日本コンピュータ

外科学会理事長、日本内視鏡外科学会理事長、

Hon.RCS（英国）、Hon.ASA（米国）、Hon.GSS（ド

イツ）、Hon.HSS（ハンガリー）、イタリア外科学会

名誉会員、第3回国際センチネル学会・第6回国際胃

癌学会・第42回万国外科学会会長、国際消化器外科

学会副会長、New England Journal of Medicine、

日本学術会議副部長、他

国際医療福祉大学大学院　副大学院長

金澤　一郎（かなざわ　いちろう）

国際医療福祉大学大学院教授、医学博士

東京大学医学部卒業、前国立精神・神経センター総長

宮内庁皇室医務主管、日本学術会議会長、国立精神・

神経センター名誉総長、東京大学名誉教授

国際医療福祉大学病院小児科教授

江口　光興（えぐち　みつおき）

国際医療福祉大学教授、医学博士

信州大学医学部卒業

前独協医科大学小児科学教授、独協医科大学名誉教授

日本児童文芸家協会会員、日本小児学会専門医、

日本血液学会専門医・指導医、

日本血液学会功労会員、日本小児血液学会名誉会員、

日本臨床血液学会功労会員、日本臨床分子形態学会功

労会員、日本医学教育学会功労会員

国際医療福祉大学病院リプロダクションセンター長

田　薫（やなぎだ　かおる）

国際医療福祉大学教授、医学博士

福島県立医科大学卒業、元米国ハワイ大学医学部解

剖生殖生物学教室研究員、前福島県立医科大学助教

授、日本産科婦人科学会専門医、日本生殖医学会代

議員・生殖医療指導医、日本受精着床学会常務理事、

日本哺乳動物卵子学会常任理事、第10回日本IVF学

会大会長

左端・江口教授、右から慶応義塾大学の渡辺久子先生、
オランダのプローイュ教授、作家の柳田邦男先生

開会式の千保市長ご挨拶

プルーイュ先生の来賓講演

特別講演をされる作家の柳田邦男先生
会長講演を行う　田教授

会場風景

ハワイ大学の柳町隆造教授

左から 田教授、高木理事長、堤院長

開催日 氏名（所属） 学会名 開催地
平成20年5月8日～10日 真船　健一（外科） 第94回日本消化器病学会総会 福岡県福岡市
演題 Hekicobacter Pylori陰性で、内視鏡的萎縮を伴わず、粘膜下腫瘍様の形態を呈した非腸型、非胃型胃癌の1例

平成20年5月14日～17日 北島　政樹（消化器センター） 第108回日本外科学会定期学術集会in長崎 長崎県長崎市
演題 特別講演「Quality and safety initiatives in the practice of surgery」にて司会を務める

平成20年5月14日～17日 西岡　琴江（乳腺センター） 第108回日本外科学会定期学術集会in長崎 長崎県長崎市
演題 ヒト乳がんにおけるCpG island methylator phenotype(CIMP)とHER2過剰発現の有意な相関

平成20年5月14日～17日 吉本　賢隆（乳腺センター） 第108回日本外科学会定期学術集会in長崎 長崎県長崎市
演題 上腹部有茎Dermal Fat Tissue Flap を用いた下部乳癌部分切除後の形成術、乳癌における術後予後独立因子としての血管擬態

平成20年5月14日～16日 武田　克彦（神経内科） 第49回日本神経学会総会 神奈川県横浜市
演題 高齢者を65歳以上とするのには意味があるか

平成20年5月15日～17日 太田　惠一朗（消化器センター） 第108回日本外科学会定期学術集会 長崎県長崎市
演題 デジタルポスターセッション『胃（臨床・病理診断-2）』にて司会を務める

平成20年5月15日～17日 真船　健一（消化器センター） 第108回日本外科学会定期学術集会 長崎県長崎市
演題 食道癌におけるG-protein gamma7発現の意義と発現低下機構の解明

平成20年5月15日～17日 鎌田　信悦（頭頚部腫瘍センター） 第109回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会 大阪府大阪市
演題 ビデオセミナー『咽頭部分切除術』にて司会を務める

平成20年5月15日～17日 田島　康夫（病理部） 第97回日本病理学会総会 石川県金沢市
演題 当院における病理検査技師教育プログラムの検討、5重癌の１つとして認められた精巣悪性リンパ腫の1例

平成20年5月16日～18日 酒井　成身（形成外科） 第25回フランス美容外科学会国際会議 パリ（フランス）
演題 Aesthetic reconstruction of breast after cancer

平成20年5月22日～23日 加藤　悠太郎（消化器センター） 第44回日本肝癌研究会 大阪府大阪市
演題 横隔膜浸潤肝癌に対する肝切除・横隔膜亜全摘後の、広背筋reversed flapを用いた横隔膜再建

平成20年5月30日～6月3日 清水　敬生（女性腫瘍センター） 第44回米国癌療学会議（ASCO） シカゴ（アメリカ）
演題 Significance of systematic pelvic and paraaortic lymphadenectomy in epithelial ovarian carcinoma

平成20年5月30日～6月4日 村上　文祥（女性腫瘍センター、産婦人科） 第44回米国癌治療学会議 シカゴ（アメリカ）
演題 Cisplatin-based combination chemotherapy consisting of ifomide , epirubicund effective for patients with(ROC) resistant or reflactory

平成20年6月9日～16日 諏訪　達志（消化器センター） 16th International Congress of the EAES ストックホルム（スウェーデン）
演題 The practical procedure in laparoscopy-assisted distal gastrectomy with lymph nodes dissection for early gastric cancer 他

平成20年6月11日～13日 多田　雄一郎（頭頚部腫瘍センター） 第32回日本頭頚部癌学会 東京都新宿区
演題 中咽頭前壁癌に対する放射線同時併用超選択的動注化学療法

平成20年6月12日～13日 太田　惠一朗（消化器センター） 第33回日本外科系連合会学術集会 千葉県浦安市
演題 テーブルディスカッション：セッション『胃癌切除後の再建』にて座長を務める

平成20年6月12日～13日 真船　健一（外科） 第33回日本外科系連合会学術集会 千葉県浦安市
演題 デジタルポスターセッション『胃①』にて座長を務める

平成20年6月12日～13日 朝本　俊司（脳神経外科） 第23回日本脊髄外科学会 宮城県宮城郡
演題 より低侵襲な手術を遂行するための考え方

平成20年6月12日～14日 郡　彰一・伊藤　寛之・星野　有美（麻酔科）日本麻酔科学会第55回学術集会 神奈川県横浜市
演題 レミフェンタニルの使用で麻酔薬の総費用はどのように変化したか？－レミフェンタニル登場の時期をはさんだ過去1年間の高齢者脊椎手術78例の検討からー

平成20年6月20日～21日 前野　晋一（整形外科） 小切開・鏡視下手術研究会（第3回） 徳島県徳島市
演題 吊り上げ式関節鏡システムの考案

平成20年6月21日～22日 諏訪　達志（消化器センター） 第62回日本食道学会学術集会 東京都千代田区
演題 胃食道逆流症の腹腔鏡下手術とその適応について

平成20年6月21日～22日 久保田　啓介（外科） 第62回日本食道学会学術集会 東京都千代田区
演題 「放射線化学療法１」（一般演題、口演）における座長、および、「食道癌に対する新規化学放射線療法の有用性の報告」について発表

平成20年6月21日 朝本　俊司（脳神経外科） 第7回京都鴨川脊椎手術研究会 京都府京都市
演題 Metastatic occipital condyler tumorに対する後方固定術

開催日 氏名（所属） 学会名 開催地
平成20年5月10日 佐々木　哲雄（皮膚科） 第4回ＳＥＲＭ学術研究会学術集会 東京都港区
演題 ラロキシフェンが閉経後日本人女性の皮膚に及ぼす影響
平成20年5月15日～17日 唐仁原　全（移植外科） 第108回日本外科学会定期学術集会in長崎 長崎県長崎市
演題 心停止ドナー献腎移植における移植前ドナー因子の影響
平成20年5月15日～17日 南木　浩二（移植外科） 第108回日本外科学会定期学術集会in長崎 長崎県長崎市
演題 鏡視下ドナー腎摘術における出血トラブルに対する安全で確実な血
平成20年5月15日～16日 神崎　仁（耳鼻咽喉科） 第109回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会 大阪府大阪市
演題 ビデオ『耳手術1』にて座長を務める
平成20年5月16日～24日 五來　逸雄（産婦人科） 第12回国際閉経学会 マドリード（スペイン）
演題 ラロキシフェンに活性型ビタミンDを併用するとより骨密度が増加する
平成20年5月23日～24日 原田　竜彦（耳鼻咽喉科） 日本音響学会　聴覚研究会 東京都千代田区
演題 嚥下の音響測定-嚥下造影と外耳道音響の同時測定から-
平成20年5月23日～25日 唐澤　英偉（消化器内科） 日本超音波医学会第81回学術集会 兵庫県神戸市
演題 一般口演『造影（他画像との対比）』にて座長を務める
平成20年5月28日 五來　逸雄・服部　信・永田　亮（産婦人科）日本産婦人科学会静岡地方部会平成20年度春季学術集会 静岡県静岡市
演題 悪性リンパ腫にて外来フォロー中、PET-CT検査で偽陽性を示した子宮筋腫の1例
平成20年5月29日～31日 鈴木　映二（精神科） 第104回日本精神神経学会学術総会 東京都港区
演題 一般演題　ポスター『統合失調症1』にて座長を務める
平成20年5月31日～6月3日 唐仁原　全（移植外科） 第9回米国移植学会議 トロント（カナダ）
演題 outcomes of kidney transplantation from cardiac death donors with rising serum creatinine
平成20年6月4日～5日 白井　利明（整形外科） 第45回日本リハビリテーション医学会学術集会 神奈川県横浜市
演題 TKA後の歩行能力の獲得時期について　片側TKAと両側（段階的）TKAとの比較
平成20年6月4日～6日 原田　竜彦（耳鼻咽喉科） 第45回日本リハビリテーション医学会学術集会 神奈川県横浜市
演題 外耳道からの嚥下音測定と嚥下造影検査による咽頭期時間の比較検討
平成20年6月7日 佐々木　哲雄・小河原　寛子（皮膚科） 第91回日本皮膚科学会静岡地方会 静岡県静岡市
演題 結節性紅斑を併発した潰瘍性大腸炎
平成20年6月8日 板倉　敬乃（小児科） 第116回日本小児科学会静岡地方会 静岡県静岡市
演題 最近経験した治療抵抗性川崎病の一例
平成20年6月12日～13日 南木　浩二（移植外科） 第33回日本外科系連合学会学術集会 千葉県浦安市
演題 生体腎移植ドナーが慢性腎臓病へと進行する可能性
平成20年6月14日 〆谷　直人（検査部） 第19回神奈川県臨床検査医学会大会 神奈川県横浜市
演題 国際医療福祉大学熱海病院5年間余における感染対策と効果
平成20年6月15日～21日 辻　敦敏（小児科） Learning From The Differences Between Japan and US ハワイ
演題 Pre-Sport Screening
平成20年6月20日～21日 唐仁原　全（移植外科） 第53回（社）日本透析医学会学術集会・総会 兵庫県神戸市
演題 ポスター『消化器/その他』の座長
平成20年6月21日 重政　朝彦（内科） 第131回日本循環器学会東海地方会 静岡県浜松市
演題 心不全を合併したOsler-Rendu-Weber病の高齢女性の1例
平成20年6月28日 重政　朝彦（内科） 第205回日本内科学会東海地方会 静岡県浜松市
演題 晩期再灌流療法が房室ブロックの解除に有効であった急性下壁心筋梗塞の1例
平成20年6月21日～28日 塩澤　全司（内科） 第12回米国Movement Disorder学会議 シカゴ（アメリカ）
演題 Newroferritinopathy
平成20年6月26日～7月3日 篠永　正道（脳神経外科） 第50回米国頭痛学会議 ボストン（アメリカ）
演題 Spinal Cerebrospinal Fluid Leaks in Patients with Post-Traumatic Syndrome

開催日 氏名（所属） 学会名 開催地
平成20年5月15日～19日 堤　治（リプロダクションセンター） 2008APAGE Regional Meeting & TAMIG Annual Meeting 台北（台湾）
演題 テーマ：子宮内膜症。子宮内膜症が増加している状況、腹腔鏡下手術の適応、細径化による低侵襲手術、ホルモン療法、稀な虫垂内膜症等の症例発表。
平成20年5月15日～17日 福田　宏之（ボイスセンター） 第109回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会 大阪府大阪市
演題 発表演題郡『嚥下1』にて座長を務める
平成20年6月4日～6日 寺本　龍生（外科） 第13回チェコ・日本外科シンポジウム 愛知県名古屋市
演題 Per anal intersphicteric rectal dissection with direct coloanal anastomosis for lower rectal cancer-The ultimate sphincter-preserving operation
平成20年6月4日～6日 織田　正也（内科） 第44回日本肝臓学会総会 愛媛県松山市
演題 肝硬変に於けるAquaporin-1の動脈性毛細血管増生機構への関与　門脈圧亢進症の発生機序の観点から
平成20年6月14日～17日 奥澤　健（呼吸器センター） 第48回日本呼吸器学会学術講演会 兵庫県神戸市
演題 術前FDG-PETで偽陽性を示した肉芽腫の1切除例と、偽陰性を示した乳癌肺転移1例の検討
平成20年6月15日～17日 荒　昌晴・前澤　周文（歯科インプラントセンター） 第48回日本呼吸器学会学術講演会 兵庫県神戸市
演題 当院での睡眠時無呼吸症候群患者に対する口腔内装具の使用経験
平成20年6月18日～20日 須藤　英一（呼吸器センター） 第19回日本老年歯科医学会総会・学術大会 岡山県岡山市
演題 高齢者肺炎対策～ことに内科医からみた口腔ケアの重要性
平成20年6月26日～29日 美馬　達夫（脳神経外科） 第50回米国頭痛学会議 ボストン（アメリカ）
演題 Quantitative Analysis of Radioisotope Cisternography
平成20年6月27日～28日 宮本　真（東京ボイスセンター） 第70回耳鼻咽喉科臨床学会総会および学術講演会 長崎県長崎市
演題 喉頭気管分離術後に著名な呑気症をきたした1症例

開催日 氏名（所属） 学会名 開催地
平成20年5月30日～6月4日 竹田　明彦（消化器外科） 第44回米国癌治療学会議（ASCO） シカゴ（アメリカ）
演題 Clinical Impact of perioperative changes of serum p53 antibody titers in patients with esoph. squamous cell carcinoma

■山王病院

■化学療法研究所附属病院

■国際医療福祉大学熱海病院

■国際医療福祉大学三田病院

開催日 氏名（所属） 学会名 開催地
平成20年5月14日～16日 村上　厚文（心臓血管外科） 第108回日本外科学会定期学術集会in長崎 長崎県長崎市
演題 ASOに対する血管内治療と外科治療-ハイブッド症例を中心に-（サージカルフォーラム）
平成20年5月15日～17日 黒田　一（病理部） 第97回日本病理学会総会 石川県金沢市
演題 リンパ腫におけるdbpAの発現とその意義
平成20年5月16日～18日 柳田　薫（不妊センター） 第49回日本哺乳動物卵子学会 愛知県名古屋市
演題 Tn5 transposaseを用いた、卵細胞質内精子注入法（ICSI）および円形精子細胞注入法（ROSI）による遺伝子導入法についての検討
平成20年5月28日～6月1日 高橋　佳容子（産婦人科） 第11回米国遺伝子治療学会議 ボストン（アメリカ）
演題 Establismat of lymphnode metastesis model with endometrial cancer and therapentic efficaly of AAV vectorsencord sT-le4
平成20年6月4日 加藤　宏之（神経内科） 第45回日本リハビリテーション医学会学術集会 神奈川県横浜市
演題 随意運動の機能回復：機能的MRIの知見
平成20年6月6日～8日 高橋　佳容子（産婦人科） 第49回日本臨床細胞学会総会 東京都港区
演題 VEGF-Cは子宮体癌のリンパ節転移を促進する。
平成20年6月7日 小川　朋子（神経内科） 日本神経学会第185回関東・甲信越地方会 東京都千代田区
演題 39年の経過で死亡したPure Autonomic Failureの剖検例
平成20年6月11日～13日 村上　厚文（心臓血管外科） 第28回日本静脈学会総会 神奈川県足柄下郡
演題 当院における静脈血栓塞栓症予防対策の実施状況と問題点（シンポジウム）
平成20年6月14日～17日 大野　彰二（呼吸器内科） 第48回日本呼吸器学会学術講演会 兵庫県神戸市
演題 ポスター・ミニシンポジウム『稀なびまん性肺疾患2』にて座長を務める
平成20年7月17日～19日 高橋　佳容子（産婦人科） 第44回日本婦人科腫瘍学会学術集会 愛知県名古屋市
演題 可溶型VEGFR3による子宮体癌遺伝子治療に関する研究
平成20年5月28日～30日 齋藤　紀子（呼吸器外科） 第25回日本呼吸器外科学会総会 栃木県宇都宮市
演題 縦隔腫瘍および縦隔リンパ節腫帳に対する胸腔鏡下切除・生検術の検討
平成20年5月30日～6月1日 樗木　隆聡（腎臓内科） 第51回日本腎臓学会学術総会 福岡県福岡市
演題 ピューロマイシン腎症顕性蛋白尿期におけるミトコンドリア複合体変性
平成20年5月30日～6月1日 鈴木　透理（内科） 第51回日本腎臓学会学術総会 福岡県福岡市
演題 慢性腎臓病（CKD）における血清脂質代謝異常
平成20年6月7日～8日 川添　夏衣（腎臓泌尿器外科） 第10回日本女性骨盤底医学会 岡山県岡山市
演題 広汎子宮全摘術後早期の蓋尿時膀胱内圧測定の指標と下部尿路管理方法の関連について
平成20年6月12日～14日 小高　淳（小児科） 第43回日本小児腎臓病学会学術集会 福岡県福岡市
演題 急性腎不全・ネフローゼ症候群で発症しステロイド療法が奏功した非IgA型メサンギウム増殖性糸球体腎炎の1例
平成20年6月14日 伊藤　章（臨床検査部） 第19回神奈川県臨床検査医学会大会 神奈川県横浜市
演題 国際医療福祉大学熱海病院5年間余における感染対策と効果

■国際医療福祉大学病院

学 会 情 報（2008年5月～6月）


